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参考資料［表１－１『日本語教育』における生の素材を利用した実践活動（年代順）一覧］

No. 論文タイトル 筆者名 出版年 号数 掲載の形式 ジャンル 活動目標１：言語的側面 活動目標２：文化的側面 その他の活動目標 レベル 場所
1 州立ワシントン大学の日本語集中講座 松田摩耶子 1967 10 論文 映画 異文化理解 初級～ アメリカ
2 視聴覚教育の実例 吉岡英幸 1979 38 論文 ラジオニュース・ＴＶニュース・ドキュメント・ドラマ 語彙・文型・視聴解・口頭 初級 日本
3 ＶＴＲを使用した授業報告 安藤淑子 1979 38 論文 ＴＶドキュメント 視聴解・口頭 中級 日本
4 テレビ・ドラマ使用による上級日本語教科書編集の試み 佐久間勝彦 1979 39 論文 ＴＶドラマ 視聴解（特に話し言葉の理解） 上級 アメリカ
5 日本事情のとらえ方－東北大学教養部の場合－ 原土洋 1988 65 論文 ＴＶドキュメント 異文化理解 大学留学生 アメリカ
6 留学生と日本語劇 奥村訓代 1988 66 発表要旨 演劇シナリオ 口頭 異文化理解（しぐさ・習慣） 協働　動機づけ 課外活動 日本
7 日本語教育におけるＴ・Ｖプログラムの利用 奥村訓代 1989 68 論文 ＴＶアニメ 語彙・文法・視聴解・口頭・内容理解 初級～ 日本
8 アメリカの大学における日本語「上級」の問題点と提案 上山民栄 1990 71 論文 新聞、小説、エッセイ、ドラマ 読解・聴解 異文化理解 上級 アメリカ
9 新聞記事を主教材にした日本語教育 町田敬子 1991 73 発表要旨 新聞 ４技能 異文化理解（＋日本人の思考）コミュニケーション力 上級 オーストラリア
10 総合的な理解力を育てるＶＴＲ教材－大学の講義を聞くことを中心にして－ ピロッタ丸山淳他 1992 76 発表要旨 大学の講義（ＶＴＲ） ４技能 異文化理解 コミュニケーション力 上級 日本
11 初級段階でのニュース教材の導入 岡崎志津子 1993 79 論文 ラジオニュース 語彙・聴解 初級 日本
12 初級後期学習者への俳句指導 上迫和海 1993 80 発表要旨 俳句 読解・音調 異文化理解 動機づけ　体験的認識 初級後半 日本
13 日本事情教授法・一つの実験 中川経治 1994 82 発表要旨 新聞 異文化理解 一般教養クラス 日本
14 初級文学授業の一例 上宮真理子 1994 82 発表要旨 詩・短歌・小説・歌 語彙・読解・作文 異文化理解 初級 日本
15 俳句を教える－日本語教育の立場から－ 佐藤路子 1995 86 論文 俳句 音調（リズム） 初・中級 日本
16 初級・中級コースに取り入れた学習者中心のプロジェクト－「スキット」の効果について－ フォード史子 1995 87 発表要旨 演劇シナリオ 作文・口頭・聴解 異文化理解 協働　主体性 初中級～ アメリカ
17 ＶＴＲ「浦島太郎」「浦島太郎と荘内半島と沖縄」「リップ・バン・ウィンクル」－地域に名指した視聴覚教材の開発について－ 古谷美佐子 1996 89 発表要旨 絵本・昔話（ＶＴＲ） 異文化理解 初～中上級 日本
18 日本語教育用ハイパーメディア教材の開発－日本の昔話を用いた日本語学習支援システム－ 池田伸子・金城尚美 1996 91 シンポ要旨 昔話（ＶＴＲ） 語彙・視聴解 異文化理解 動機づけ 初級後半～ 日本
19 ドラマを用いた総合的教室活動－思考力を活用した教室活動の有効性－ 新川以智子 1998 98 発表要旨 ＴＶドラマ 表現・口頭・視聴解 思考力　伝える力 上級 日本
20 読解教材を応用した会話練習－エッセイの登場人物になって会話する試み－ 阿部淳子 1999 100 発表要旨 エッセイ 読解・作文・口頭 協働　動機づけ ポーランド
21 民話を生かした授業～「日本事情」の展開例として 酒井薫美 1999 102 発表要旨 民話 異文化理解 日本
22 放送番組を素材とする静止写真教材の試作と試用について 古谷美佐子・鶴尾能子 2000 106 発表要旨 ＴＶドキュメント 視聴解・語彙 初級～ 日本、ベトナム
23 日本語クラスでの俳句・川柳指導に関する考察 杉山純子 2000 107 発表要旨 俳句・川柳 読解・音調 異文化理解 協働　コミュニケーション力　体験的認識 中級～ 日本
24 コンピューターに取り込んだニュース教材 堀田峰紫子 2001 110 発表要旨 ＴＶニュース 語彙・文法・視聴解 異文化理解 能動的活動 初級中・初級上 アメリカ
25 初級後半から中級への橋渡しのための教室活動－４コママンガを利用したストーリー作成タスクの試み－ 高橋亜紀子 2001 111 発表要旨 マンガ（4コマ） 既習文型の運用力・作文 伝える力 初級後半～ 日本
26 あいづちのバラエティーに気付かせる教室活動－テレビのトーク番組を使った積極的傾聴スキルのトレーニング－ 中居順子 2001 111 発表要旨 ＴＶドキュメント（トーク番組） 視聴解 異文化理解（あいづちのしぐさ）
27 テレビＣＭを使った異文化授業の試み 小西光子・島弘子 2002 113 発表要旨 ＴＶＣＭ 異文化理解 中上級 日本
28 『僕が僕であるために』を使ったドラマ視聴授業－教室活動の実際と内省結果－ 杉山純子 2002 115 発表要旨 ＴＶドラマ 語彙・口頭 異文化理解 日本
29 リソースの活用を目指した授業－ニュース教材を利用した聴解授業－ 金庭久美子 2004 121 論文 ＴＶニュース 語彙・文法・表現・聴解・口頭 伝える力
30 ドラマを使った教材の開発ー中級クラスの場合ー 渡嘉敷恭子 2004 122 発表要旨 ＴＶドラマ 語彙・視聴解（特に自然な話し言葉） 中級 日本
31 日本語教育におけるＤＶＤビデオの利用について 山下好孝 2005 125 発表要旨 ＴＶドラマ・アニメ・映画 視聴解（特に音調・（感情を表す）声の質）異文化理解（しぐさ） 日本
32 （実践報告）日本語教育でストーリーマンガを扱った読解授業の試み－中上級のクラスにおいて－ 服部真子 2006 131 発表要旨 マンガ（ストーリー） 読解 中上級 日本
33 ピア・ラーニングを取り入れて口頭表現力を伸ばす方法を探る－「４コマ漫画のストーリーをピアに伝えるタスク」の試み－ 久野由宇子 2007 フォ 論文 マンガ（4コマ） 読解・口頭 協働　伝える力　笑い　共感 初中～中級 日本
34 米国人学生の文化理解能力を助長するための創造的な日本語教育の取り組み 松本浩史 2008 フォ 論文 映画・アニメ・歌・読み教材・マンガ 異文化理解 上・超級 アメリカ
35 ニュース視聴を主活動にした上級会話授業－大学生として日常会話に参加するスキャフォールディング－ 舟橋宏代 2008 フォ 論文 ＴＶニュース 視聴解・口頭 異文化理解 中上級 日本
36 映画を使った日本語教育－日本語上級レベル短期留学生を対象として－ 鮎澤孝子 2009 141 発表要旨 映画 表現・作文・口頭 異文化理解 協働 中上・上級 日本
37 ピア・リーディングとピア・レスポンスの有機的なサイクルを目指して－川柳を教材にした授業から見えてくるもの－ 森田衛 2009 フォ 論文 川柳 読解・作文 異文化理解 協働　主体性　ユーモア　共感 中級 エジプト
38 日本事情クラスにおけるドキュドラマの導入とその効果－社会問題への理解深化とレポート作成のための水路付け－ 飯島有美子 2009 フォ 論文 演劇シナリオ ４技能 異文化理解 協働　コミュニケーション力　思考力　伝える力　情報収集力 上級 日本
39 落語の小噺を利用した日本語および日本文化教育の評価と支援システムの構築 畑佐一味 2010 144 発表要旨 落語 口頭 異文化理解 達成感 初級～ アメリカ
40 ＮＩＥを導入した日本語授業－日本語教育における新聞の多面的な活用の可能性－ 宮弘美 2010 144 ポス発表要旨 新聞 4技能 異文化理解 協働　コミュニケーション力　思考力　伝える力　メディアリテラシー 中上級 日本
41 ドラマを利用した日本語・日本文化教育のための教材と授業デザイン－言語と文化の統合を目指して－ 保坂敏子・Gehrtz 三隅友子 2011 148 ポス発表要旨 ＴＶドラマ 語彙・視聴解・口頭 異文化理解 協働　コミュニケーション力　主体性・自律性 中上級 日本
42 他者に伝わる口頭表現を目指した実践と課題－学部留学生を対象として－ 衣川友紀子 2011 149 発表要旨 新聞 聴解・口頭 伝える力 日本
43 アニメ・マンガの日本語授業への活用 川嶋恵子・熊野七絵 2011 フォ 論文 ＴＶアニメ・マンガ 読解・視聴解・口頭 初～中級 日本
44 ＮＩＥ授業が学習者に与える効果について－学習意欲と学びの変容を分析する－ 宮弘美 2011 春大会予稿集 発表要旨 新聞 ４技能 異文化理解 協働　コミュニケーション力　思考力　メディアリテラシー　問題発見解決力 中上級 日本
45 ４コマ漫画を題材とした留学生と日本語教員養成課程履修学生との間の学びの可能性 上田安希子・石塚京子他 2011 春大会予稿集 ポス発表要旨 マンガ（４コマ） 読解・作文 異文化理解 協働　動機づけ　コミュニケーション力　共感　言語的気づき 日本
46 生教材を使った発話を促す授業－ビジネス語彙・表現の習得を目指して－ 関かおる・酒井祥子他 2012 フォ 論文 ＴＶニュース・・TVドキュメント 語彙・表現・口頭 協働　伝える力 初級～上級 日本
47 日本事情的授業における「読解」のための教室活動－ブレインストーミング的グループワークを用いて－ 印藤緑 2013 フォ 論文 小説 読解・口頭 異文化理解 協働　発想力　発信力 中級～上級 日本
48 学習者オートノミーの育成 -「映像で学ぶ日本語」の授業実践からの考察－ 阿部祐子 2013 フォ 論文 映画 ４技能 異文化理解 協働　コミュニケーション力　主体性　学習オートノミー 中上級 日本
49 演劇授業の可能性－『ドラマチック日本語コミュニケーション』を使って－ 惟任将彦 2013 フォ 論文 演劇シナリオ 口頭 異文化理解（しぐさ・表情・間・対人間距離）協働 上～超級 日本
50 演劇的手法を取り入れた活動の可能性 杉山ますよ 2014 フォ 論文 演劇シナリオ 4技能 異文化理解（しぐさ） 協働 中～上級 日本
51 日本語学習者 ( 留学生）と日本人高校生によるドラマ的手法を用いた協働作業の実践報告 左治木敏子 2015 秋大会予稿集 ポス発表要旨 演劇シナリオ 語彙・表現・口頭 異文化理解 協働 中級 日本
52 比べ読みを軸にした絵本の翻訳活動－韓国の大学生の気づきに着目して－ 小松麻美 2016 春大会予稿集 論文 絵本 表現・読解 異文化理解 協働　批判力　言語的・文化的気づき 韓国
53 初級レベルから始める俳句学習－対話重視の教育実践－ 嶋田和子・落合知春他 2016 春大会予稿集 論文 俳句 語彙・表現・音調（リズム） 協働　動機づけ　伝える力　共感 初級～ 日本

《表の見方》〉
１）「号数」欄～「数字」は『日本語教育』の号数、「フォ」はＷＥＢ版『日本語教育実践研究フォーラム報告』、「春／秋大会予稿集」は日本語教育学会発行の『大会予稿集』を表す。
２）「掲載の形式」欄～「論文」「発表要旨」「シンポジウム要旨」「ポスター発表要旨」の４つに分類した。
３）「活動目標１：言語」欄～言語的側面に関する活動目標として明記されているもの、または記述内容から本稿筆者がそれと判断した目標を記載した。言語教育について特に目標としての記述がないものは空欄とした。
４）  「活動目標２：文化」欄～文化教育を活動目標として明記しているものを「異文化理解」として記載した。教室活動に「生の素材」を利用することは、当然、文化教育と切り離すことはできない。しかし、実践報告中に、特に文化教育を活動目標の一つとして設定した記述がないものは、ここでは空欄とした。
５）  「その他の活動目標」欄～「活動目標１：言語」「活動目標２：文化」以外の活動目標として記述のあるもの、または記述内容から本稿筆者がそれと判断したもの。例えば、演劇活動における「協働」は必須要素であり、調査対象の記述にそれに関するキーワードがなくても、本表中の活動目標欄には「協働」と表記を加えた。
　　筆者による「協働」に関する判断基準は池田・舘岡（2007）に準ずる。
６）「レベル」欄、「場所」欄～それぞれについて記述がないものは空欄とした。
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参
考
資
料
［
表
３
－１
　
江
戸
落
語
音
声
資
料
一
覧
］　
　（
総
時
間
9
時
間
23
分
25
秒
）

落
語
噺

落
語
家

真
打
昇
進
年

所
要
時
間
（
分
：
秒
）
「
と
い
う
と
・
て
え
と
」
の
出
現
数

収
録
年

音
声
資
料
名

1
う
ど
ん
や

三
代
目
柳
家
小
さ
ん

18
91

4
：
26

1
不
明

CD
「
落
語
蔵
出
し
シ
リ
ー
ズ
9」
CO
CF
-1
48
28

2
一
人
酒
盛

六
代
目
三
遊
亭
圓
生

19
20

22
：
29

3
19
73
.1
.2
4

CD
「
六
代
目
三
遊
亭
圓
生
」
PC
CG
00
76
6

3
ら
く
だ

五
代
目
古
今
亭
志
ん
生

19
21

27
：
45

6
19
58
.2
.2

CD
「
五
代
目
古
今
亭
志
ん
生
名
演
大
全
集
3」
PC
CG
-0
06
95

4
一
人
酒
盛

五
代
目
柳
家
小
さ
ん

19
39

38
：
00

1
不
明

D
V
D
「
五
代
目
柳
家
小
さ
ん
落
語
名
演
集
」
CO
BA
45
15

5
中
沢
家
の
人
々

三
代
目
三
遊
亭
円
歌

19
58

18
：
35

4
19
96
.1
0.
6

CD
「
N
H
K
CD
新
落
語
名
人
選
　
三
代
目
三
遊
亭
円
歌
」
U
IC
Z4
13
5

6
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

19
62

37
：
10

34
19
77
.1
0.
5

CD
「
志
ん
朝
復
活
　
色
は
匂
へ
と
散
り
ぬ
る
を
」
SI
CL
14

7
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

19
62

39
：
55

16
19
78
.4
.6

CD
「
落
語
名
人
会
3
古
今
亭
志
ん
朝
3」
SR
CL
27
83

8
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

19
62

33
：
02

37
19
80
.6
.1
6

CD
「
志
ん
朝
復
活
　
色
は
匂
へ
と
散
り
ぬ
る
を
」
SI
CL
17

9
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

19
62

30
：
32

31
19
80
.1
0.
13

CD
「
落
語
名
人
会
3
古
今
亭
志
ん
朝
3」
SR
CL
27
83

10
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

19
62

35
：
14

25
19
82
.1
.1
8

CD
「
落
語
名
人
会
27
古
今
亭
志
ん
朝
19
」
SR
CL
33
63

11
駐
車
場
物
語

十
代
柳
家
小
三
治

19
69

40
：
00

11
19
92
.1
0.
31

CD
「
精
選
落
語
柳
家
小
三
治
」
D
Y
CW
12
54

12
玉
子
か
け
御
飯

十
代
柳
家
小
三
治

19
69

20
：
54

16
19
92
.1
0.
31

CD
「
精
選
落
語
柳
家
小
三
治
」
D
Y
CW
12
54

13
時
そ
ば

十
代
柳
家
小
三
治

19
69

24
：
05

20
19
94
.1
.3
1

CD
「
精
選
落
語
柳
家
小
三
治
」
D
Y
CW
12
51

14
明
烏

三
遊
亭
楽
太
郎
（
現
6
代
圓
楽
）

19
81

32
：
26

4
20
09
.1
0.
9

CD
「
三
遊
亭
楽
太
郎
十
八
番
集
」
T
EC
R-
21
34
7

15
ま
ん
じ
ゅ
う
こ
わ
い

三
遊
亭
歌
る
多

19
93

17
：
12

4
不
明

D
V
D
「
古
典
落
語
お
稽
古
つ
け
」
EX
PD
-3
28
4

16
目
黒
の
さ
ん
ま

柳
家
花
緑

19
94

15
：
40

1
不
明

D
V
D
「
落
語
が
い
っ
ぱ
い
そ
の
二
」
RA
K
U
-D
V
02

17
出
来
心

立
川
志
ら
く

19
95

26
：
15

5
19
97
.1
0.
24

CD
「
志
ら
く
の
ピ
ン
」
CO
CA
-1
48
05

18
明
烏

立
川
談
春

19
97

38
：
50

4
20
05
.9
.2
0

CD
「
立
川
談
春
　
来
年
3
月
15
日
」
Y
BC
R-
10
03
̃4

19
時
そ
ば

桂
平
治
（
現
11
代
文
治
）

19
99

12
：
10

7
不
明

D
V
D
「
落
語
を
も
っ
と
た
の
し
も
う
下
巻
」
PC
BE
-5
16
50

20
寿
限
無

林
家
た
い
平
　

20
00

6
：
35

1
不
明

D
V
D
「
落
語
を
も
っ
と
た
の
し
も
う
上
巻
」
PC
BE
-5
16
49

21
船
徳

林
家
た
い
平

20
00

42
：
10

1
不
明

D
V
D
「
た
い
平
落
語
」
CO
BA
-6
31
3
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参
考
資
料
［
表
３
－２
　
江
戸
落
語
の
音
声
資
料
に
見
ら
れ
る
「
と
い
う
と
・
て
え
と
」
の
出
現
状
況
］

噺
名

落
語
家
名

出
現

場
所

セ
リ
フ

分
析

構
造

補
足

1
う
ど
ん
や

３
代
柳
家
小
さ
ん

会
話

お
れ
が
祝
い
物
を
や
っ
た
。「
是
非
来
て
く
れ
」
っ
て
え
と
、「
さ
あ
、
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ
」
っ
て
っ
て
、
上
座
へ
座
ら
せ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。

発
話
の
引
用

と
い
う
と

2
一
人
酒
盛

三
遊
亭
圓
生

会
話
「
悪
い
酒
し
か
ね
え
」
っ
て
え
と
、「
こ
ん
な
ひ
ど
い
酒
は
ね
え
」
と
か
「
こ
ん
な
も
の
は
飲
め
た
も
ん
じ
ゃ
ね
え
」
と
か
、
何
か
文
句
い
い
な
が
ら
。

発
話
の
引
用

と
い
う
と

3
一
人
酒
盛

三
遊
亭
圓
生

会
話

B2
9
っ
て
え
の
が
来
や
が
っ
て
ブ
ウ
ブ
ウ
っ
て
ね
。
あ
い
つ
が
来
る
っ
て
え
と
も
う
、
ほ
ん
と
に
ぞ
っ
と
し
た
よ
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

4
一
人
酒
盛

三
遊
亭
圓
生

会
話
「
す
こ
し
高
い
ね
え
」
な
ん
て
え
と
、「
あ
あ
、
高
え
と
思
っ
た
ら
、
う
ち
の
魚
、
食
っ
て
も
ら
い
た
く
ね
え
や
」
な
あ
ん
て
。

発
話
の
引
用
「
な
ん
て
い
う
と
」

と
い
う
と

（
な
ん
）
と
い
う
と

5
ら
く
だ

古
今
亭
志
ん
生

地
フ
グ
と
申
し
ま
す
と
、
た
だ
い
ま
は
結
構
な
も
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
昔
は
っ
て
え
と
、
あ
の
フ
グ
に
は
ず
い
ぶ
ん
こ
の
自
分
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
た
た
め
に
、
え
ー
、
そ
の
フ
グ

に
あ
た
る
な
ん
て
こ
と
を
申
し
ま
す
な
。

対
比
「
は
と
い
う
と
」

は
と
い
う
と

6
ら
く
だ

古
今
亭
志
ん
生

地
え
ー
、
ど
う
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
。
ど
う
し
て
も
あ
あ
い
う
も
の
は
っ
て
え
と
、
う
ー
ん
、
な
あ
に
構
わ
ね
え
っ
て
ん
で
食
う
人
が
あ
る
ん
で
な
。

主
題
「
は
と
い
う
と
」

は
と
い
う
と

7
ら
く
だ

古
今
亭
志
ん
生

地
ど
う
も
以
前
は
っ
て
え
と
、
こ
の
長
屋
と
い
う
の
が
あ
っ
て
ね
、
こ
の
長
屋
に
は
き
っ
と
嫌
な
や
つ
が
い
た
も
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
な
。

対
比
「
は
と
い
う
と
」

は
と
い
う
と

8
ら
く
だ

古
今
亭
志
ん
生

地
本
名
を
う
ま
さ
ん
と
い
っ
て
、
人
は
あ
だ
名
し
て
ラ
ク
ダ
と
い
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
ラ
ク
ダ
っ
て
え
と
、
な
り
が
大
き
く
て
ノ
ソ
ノ
ソ
し
て
る
か
ら
ラ
ク
ダ
っ
て
い
う
あ
だ
名
が
つ
い
て
ん
で
。
内
容
説
明
　
疑
問
句
＋「
と
い
う
と
」

か
と
い
う
と

疑
問
終
助
詞
「
か
」
の
脱
落

9
ら
く
だ

古
今
亭
志
ん
生

会
話

集
め
る
の
集
め
ね
え
の
つ
っ
た
ら
、
今
度
は
俺
が
出
か
け
て
い
く
か
ら
な
。
俺
が
行
く
っ
て
え
と
、
も
の
が
め
ん
ど
く
さ
く
な
る
っ
て
そ
う
い
い
な
。

条
件
　
仮
定
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

10
ら
く
だ

古
今
亭
志
ん
生

会
話

へ
ー
、「
だ
め
だ
」
っ
て
え
と
、
め
ん
ど
く
さ
い
で
す
よ
。
え
え
、
じ
ゃ
あ
、
俺
が
出
て
く
っ
て
つ
っ
て
ま
し
た
よ
。

発
話
の
引
用

と
い
う
と

11
一
人
酒
盛

５
代
柳
家
小
さ
ん

会
話

お
ま
え
さ
ん
は
ど
う
も
酒
飲
む
て
え
と
ね
、
だ
ら
し
が
な
い
か
ら
ね
、
仕
事
ほ
っ
た
ら
か
し
ち
ま
う
か
ら
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

12
中
沢
家

三
遊
亭
円
歌

地
６
７
っ
て
え
と
ね
、
一
昨
年
、
う
ち
へ
ね
、
年
金
て
え
の
が
き
た
ん
で
す
よ
。

連
想

N
と
い
う
と

13
中
沢
家

三
遊
亭
円
歌

地
久
遠
寺
と
い
う
と
こ
ろ
に
修
行
に
ま
い
り
ま
し
て
、
な
ん
た
っ
て
、
７
０
０
何
年
経
っ
て
る
っ
て
え
と
、
ジ
ネ
ン
道
場
へ
ポ
オ
ン
と
放
り
込
ま
れ
て
、

発
話
の
引
用

と
い
う
と

14
中
沢
家

三
遊
亭
円
歌

地
一
番
先
の
兆
候
は
っ
て
え
と
、
頭
か
ら
汗
が
出
ま
す
。

主
題
「
は
と
い
う
と
」

は
と
い
う
と

15
中
沢
家

三
遊
亭
円
歌

地
目
開
け
る
っ
て
え
と
、
う
ち
の
お
ば
あ
さ
ん
、
一
番
真
ん
前
、
地
獄
へ
来
た
か
な
っ
と
思
っ
て
ね
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

16
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

地
近
頃
、
ス
ナ
ッ
ク
で
す
と
か
、
え
ー
、
あ
る
い
は
、
バ
ー
、
ク
ラ
ブ
な
ん
て
え
と
こ
ろ
へ
出
か
け
る
て
え
と
、
大
概
の
店
に
何
か
リ
ズ
ム
ボ
ッ
ク
ス
な
ん
て
え
の
が

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

17
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

地
し
つ
こ
い
人
に
な
る
っ
て
え
と
、
一
旦
、
マ
イ
ク
を
握
る
て
え
と
、
な
か
な
か
離
さ
な
い
人
が
い
ま
す
な
。

条
件
　
恒
常

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

18
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

地
し
つ
こ
い
人
に
な
る
っ
て
え
と
、
一
旦
、
マ
イ
ク
を
握
る
て
え
と
、
な
か
な
か
離
さ
な
い
人
が
い
ま
す
な
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

19
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

地
隣
の
テ
ー
ブ
ル
の
人
だ
っ
た
り
何
か
す
る
て
え
と
、
や
は
り
、
手
前
ど
も
の
ほ
う
も
芸
人
で
す
か
ら
、
え
ー
、
そ
こ
は
世
辞
と
い
う
も
の
が
必
要
だ
と
思
う
か
ら

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

20
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

地
し
ば
ら
く
や
っ
て
い
る
っ
て
え
と
、
こ
れ
ま
た
不
思
議
な
も
ん
で
、
大
変
に
気
持
ち
の
よ
く
な
っ
て
く
る
も
ん
で
す
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

21
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

地
な
ん
か
こ
う
稽
古
を
す
る
っ
て
え
と
、
そ
れ
を
人
に
聞
か
せ
た
く
な
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
で
す
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

22
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

地
ふ
ー
っ
と
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
み
る
っ
て
え
と
、
だ
あ
れ
も
い
な
い
ん
で
、
本
人
一
人
で
ダ
レ
て
た
り
な
ん
か
し
て
ま
す
が
。

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

23
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

地
で
も
う
、
目
を
細
め
た
り
な
ん
か
し
て
、
顔
を
こ
う
微
妙
に
動
か
す
っ
て
え
と
、
な
ん
と
も
い
え
な
く
色
気
が
あ
っ
て
、
学
生
さ
ん
な
ん
ざ
、
夢
中
で
通
っ
た
も
ん
だ
そ
う
で
す
ね
。
条
件
　
仮
定
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

24
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

地
ド
ウ
ス
ル
連
な
ん
て
え
の
は
、
い
い
と
こ
ろ
へ
く
る
っ
て
え
と
、「
ど
う
す
る
、
ど
う
す
る
、
ど
う
す
る
」
ど
う
し
た
っ
て
大
き
な
お
世
話
な
ん
で
す
が
。

条
件
　
恒
常

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

25
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

地
で
も
、
こ
の
人
を
一
人
抱
え
て
お
く
っ
て
え
と
、
ず
い
ぶ
ん
台
所
が
楽
だ
っ
て
ん
で
ね
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

26
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

地
ま
あ
、
何
段
か
上
げ
る
っ
て
え
と
、
今
言
っ
た
と
お
り
、
今
度
、
人
に
聞
か
せ
た
く
な
る
ね
。

条
件
　
恒
常

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

27
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

地
店
子
に
し
て
み
る
っ
て
え
と
、
相
手
が
地
主
で
す
か
ら
、
む
げ
に
断
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

条
件
　
仮
定
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

28
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

生
卵
を
飲
ん
で
お
く
っ
て
え
と
、
声
に
弾
み
が
つ
く
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

29
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

サ
ラ
シ
を
腹
に
巻
い
て
語
る
っ
て
え
と
、
腹
に
力
が
入
る
っ
て
え
や
つ
だ
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

30
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

隅
に
積
ん
で
お
く
っ
て
え
と
な
、
い
ら
し
た
お
客
様
が
め
い
め
い
に
そ
の
布
団
を
持
っ
て
ね
え
、
み
な
さ
ん
、
遠
慮
を
し
て
、
ず
ー
っ
と
後
ろ
の
ほ
う
に

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

31
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

お
話
に
う
か
が
い
ま
す
っ
て
え
と
、
お
料
理
が
で
て
、
お
酒
が
で
る
そ
う
で
す
ね
。

前
置
き

V
る（
と
い
う
）
と
／
Ｖ
ま
す（
と
い
う
）
と

32
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

あ
の
隠
居
、
忘
れ
る
っ
て
え
と
、
大
変
な
騒
ぎ
だ
よ
。

条
件
　
仮
定
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

33
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

い
い
か
い
、
ね
え
、
い
や
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
言
っ
て
や
ら
な
い
っ
て
え
と
ね
、
あ
あ
い
う
好
き
な
の
は
ね
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

34
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話
「
あ
、
こ
れ
で
聞
け
な
い
な
」
と
思
う
っ
て
え
と
、
ガ
ッ
カ
リ
し
て
ポ
ッ
ク
リ
逝
く
こ
と
が
あ
る
ん
だ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

35
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

ど
う
し
て
も
自
分
が
行
か
な
い
っ
て
え
と
、
義
理
が
悪
い
か
ら
。

条
件
　
仮
定
　

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

36
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

漬
物
屋
か
ら
買
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
こ
の
ま
ん
ま
使
う
っ
て
え
と
、
塩
辛
く
て
い
け
な
い
ん
で
、
一
旦
、
塩
出
し
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
使
い
ま
す
か
ら
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

37
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

明
日
一
番
で
も
っ
て
、
成
田
へ
た
た
な
く
ち
ゃ
あ
い
け
な
い
。
一
番
て
え
と
、
五
時
で
ご
ざ
い
ま
す
。

内
容
説
明

Ｎ
と
い
う
と

38
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

と
に
か
く
ね
、
頭
が
出
さ
な
い
っ
て
え
と
、
お
さ
ま
ら
な
い
っ
て
ん
で
す
よ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

39
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

な
ん
だ
、
じ
ゃ
あ
、
義
太
夫
を
聞
く
っ
て
え
と
、
も
し
も
の
こ
と
に
な
る
の
か
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

40
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

た
ま
に
は
旦
那
の
義
太
夫
を
聞
か
な
い
っ
て
え
と
、
虫
が
お
さ
ま
ら
な
い
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

41
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

い
つ
だ
っ
て
暮
れ
に
な
る
っ
て
え
と
、
ぼ
ん
や
り
し
た
顔
し
て
入
っ
て
く
る
ん
だ
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

42
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

な
ん
だ
、
み
ん
な
、
片
づ
け
る
段
と
な
る
て
え
と
、
早
い
ん
だ
よ
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

43
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

し
か
し
、
考
え
て
み
る
っ
て
え
と
、
こ
れ
で
ね
え
、
あ
の
義
太
夫
が
な
き
ゃ
い
い
ん
で
す
よ
。

前
置
き

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

44
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

あ
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、
こ
の
旦
那
の
義
太
夫
と
な
る
っ
て
え
と
、
ボ
ー
っ
と
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

45
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

夢
中
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
語
り
出
し
た
ら
、
二
段
、
三
段
と
な
っ
て
く
る
っ
て
え
と
さ
、
近
い
距
離
で
ま
と
も
に
く
ら
っ
て
ん
だ
か
ら
た
ま
ん
な
い
よ
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

46
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話
「
旦
那
、
勘
弁
し
て
く
だ
さ
い
。」
庭
へ
パ
ー
ッ
て
逃
げ
る
っ
て
え
と
ね
、
旦
那
が
見
台
を
持
っ
て
「
待
て
ー
。」
追
っ
か
け
な
が
ら
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

47
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

ま
と
も
に
当
た
る
っ
て
え
と
、
イ
チ
コ
ロ
で
す
よ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

48
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

地
ふ
っ
と
、
前
へ
気
が
つ
く
っ
て
え
と
、
や
に
静
か
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
感
に
た
え
て
聞
い
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

49
寝
床

古
今
亭
志
ん
朝

地
御
簾
を
あ
け
て
、
ひ
ょ
い
っ
と
見
る
っ
て
え
と
、
み
ん
な
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
。

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

50
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

地
こ
れ
が
あ
の
う
、
上
の
方
へ
行
く
っ
て
え
と
、
そ
う
じ
ゃ
あ
な
い
。
山
が
こ
う
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
街
中
か
ら
山
が
近
い
。

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

51
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

あ
の
、
女
将
に
頼
ん
で
、
弁
当
を
そ
う
言
い
な
さ
い
よ
。
い
い
か
。
あ
あ
、
向
こ
う
行
っ
て
足
ら
な
い
っ
て
え
と
、
お
前
、
恨
ま
れ
ま
す
よ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

52
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

地
な
ん
て
。
あ
く
る
朝
に
な
る
っ
て
え
と
、
大
勢
で
早
く
起
き
ま
し
て
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
や
っ
て
く
る
。

時
間
的
前
後
関
係

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

53
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

あ
た
し
ね
、
大
将
の
前
で
す
が
ね
、
ど
っ
ち
か
っ
て
え
と
、
山
よ
り
川
の
方
が
好
き
な
ん
。

前
置
き
の
慣
用
表
現「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
」
か
と
い
う
と

54
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

も
し
、
お
前
、
こ
い
つ
を
連
れ
て
こ
な
い
っ
て
え
と
、
ひ
ま
を
出
し
ま
す
よ
。
わ
か
っ
た
な
。
よ
し
、
一
八
、
オ
ラ
、
先
に
登
る
よ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

55
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

は
な
っ
か
ら
そ
ん
な
に
は
し
ゃ
い
で
る
っ
て
え
と
、
上
ま
で
も
た
ね
え
ぞ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と
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56
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

登
っ
て
く
だ
さ
い
よ
。
あ
た
し
も
ね
、
あ
の
、
師
匠
連
れ
て
か
な
い
っ
て
え
と
ね
、
ん
、
し
く
じ
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
か
ら
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

57
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

下
か
ら
こ
う
ひ
ょ
い
と
見
た
と
き
に
は
ね
、
え
え
、
さ
の
み
高
い
山
と
は
思
わ
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
う
や
っ
て
登
っ
て
く
る
っ
て
え
と
、
こ
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で
は
か
な
り
あ
り
ま
す
な
。
時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

58
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

あ
た
し
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ね
、
こ
っ
ち
か
ら
い
き
た
い
。
こ
っ
ち
か
ら
。

前
置
き
の
慣
用
表
現「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
」
か
と
い
う
と

59
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

大
将
が
こ
う
ス
ッ
と
放
る
と
ね
、
素
直
に
ス
ー
ッ
と
行
く
。
あ
た
し
が
や
る
っ
て
え
と
、
こ
う
震
え
て
い
き
ま
す
よ
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

60
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

う
ま
い
人
に
な
る
っ
て
え
と
、
こ
っ
か
ら
あ
そ
こ
へ
ス
ー
ッ
と
、
こ
の
塩
煎
餅
を
放
っ
て
通
す
で
ん
だ
が
な
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

61
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

深
さ
は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
ん
の
、
こ
こ
ん
と
こ
ろ
。
え
ー
、
八
十
シ
ロ
。
八
十
シ
ロ
っ
て
え
と
、
こ
れ
が
八
十
か
い
。
え
え
、
深
い
ね
え
。

確
認

Ｎ
と
い
う
と

62
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

地
や
っ
こ
さ
ん
、
き
っ
か
け
が
つ
い
た
ー
な
ん
て
も
ん
じ
ゃ
あ
な
い
。
傘
を
持
っ
た
ま
ま
「
わ
ー
っ
」
て
え
と
、
さ
わ
竹
に
引
っ
か
か
り
な
が
ら
、
ふ
わ
ー
っ
。

発
話
の
引
用

と
い
う
と

63
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

地
や
っ
こ
さ
ん
、
無
我
夢
中
で
も
っ
て
、
な
が
ー
い
縄
を
一
本
拵
え
る
っ
て
え
と
、
手
ご
ろ
な
石
を
見
つ
け
て
、
突
先
に
結
び
つ
け
た
。

時
間
的
前
後
関
係
　
動
作
の
順
序

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

64
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

地
「
こ
れ
だ
っ
」
て
ん
で
、
見
当
つ
け
と
い
て
、
ポ
ー
ン
と
放
る
っ
て
え
と
、
ス
ー
ッ
と
飛
ん
で
っ
た
や
つ
が
コ
ツ
ン
と
当
た
る
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

65
愛
宕
山

古
今
亭
志
ん
朝

地
や
っ
こ
さ
ん
、
無
我
夢
中
、
竹
が
ダ
ー
ッ
と
満
月
の
如
く
に
な
る
。
傍
ら
の
岩
角
に
足
を
か
け
と
い
て
、
ポ
ー
ン
と
蹴
る
っ
て
え
と
、
ス
ッ
、
ス
ッ
、
ス
ッ
。

時
間
的
前
後
関
係
　
動
作
の
順
序
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

66
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
自
分
の
家
の
商
売
が
う
ま
く
い
か
な
い
っ
て
え
と
、「
ひ
と
つ
う
ち
で
も
っ
て
、
道
具
屋
や
ろ
う
か
」
な
ん
て
ん
で
ね
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

67
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
高
価
な
品
物
を
扱
う
と
い
う
よ
う
な
道
具
屋
さ
ん
に
な
る
っ
て
え
と
、
ま
ず
、
目
が
利
か
な
い
っ
て
え
と
、
こ
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

条
件
　
恒
常

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

68
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
高
価
な
品
物
を
扱
う
と
い
う
よ
う
な
道
具
屋
さ
ん
に
な
る
っ
て
え
と
、
ま
ず
、
目
が
利
か
な
い
っ
て
え
と
、
こ
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

条
件
　
仮
定
　

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

69
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
ま
ず
、
奉
公
に
行
く
っ
て
え
と
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
ら
ー
、
修
行
中
で
す
か
ら
、
掃
除
や
な
ん
か
も
も
ち
ろ
ん
い
た
し
ま
す
が
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

70
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
毎
日
、
毎
日
、
そ
れ
ば
っ
か
り
ジ
ー
ッ
と
見
て
る
。
し
ば
ら
く
経
つ
っ
て
え
と
、
今
度
は
主
が
来
て
…
…

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

71
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
い
ろ
ん
な
道
具
屋
さ
ん
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
茶
道
具
と
い
う
の
は
一
番
難
し
い
も
ん
だ
そ
う
で
、
目
が
利
か
な
い
っ
て
え
と
な
か
な
か
で
き
な
い
。

条
件
　
仮
定
　

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

72
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
他
の
目
利
き
が
見
て
わ
か
ら
な
い
も
ん
で
も
、
こ
の
金
兵
衛
さ
ん
に
見
せ
る
っ
て
え
と
、
す
ぐ
に
わ
か
る
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

73
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
大
変
な
人
で
す
な
。
だ
か
ら
も
う
高
価
な
も
の
ば
か
り
を
、
こ
う
鑑
定
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
方
に
な
る
っ
て
え
と
、
安
い
も
の
は
も
う
見
ま
せ
ん
。

条
件
　
恒
常

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

74
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
茶
金
さ
ん
が
ち
ょ
い
と
手
に
取
っ
て
み
る
っ
て
え
と
、「
あ
っ
、
こ
れ
は
あ
の
方
が
手
に
取
っ
た
ん
だ
か
ら
大
変
な
品
だ
…
…
」
と
い
う
の
で

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

75
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
で
、
手
に
取
っ
て
、
首
を
ヒ
ョ
イ
と
傾
げ
る
っ
て
え
と
、
こ
れ
百
両
の
値
打
ち
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

76
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
お
参
り
が
終
わ
る
っ
て
え
と
、
音
羽
の
滝
の
前
の
掛
茶
屋
へ
腰
を
下
ろ
し
て
、
お
茶
を
飲
ん
で
、
一
服
し
て
帰
っ
て
い
く
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

77
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
じ
ー
っ
と
見
て
い
る
う
ち
に
何
を
思
っ
た
か
、
茶
を
あ
け
て
し
ま
っ
て
、
懐
か
ら
紙
を
取
り
出
す
っ
て
え
と
、
こ
れ
を
き
れ
い
に
ぬ
ぐ
い
ま
し
て
、
中
を
こ
う
じ
ー
っ
と
見
る
。

時
間
的
前
後
関
係
　
動
作
の
順
序

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

78
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
み
ん
な
で
も
っ
て
六
度
、
首
を
傾
げ
て
、
そ
こ
へ
茶
碗
を
置
く
っ
て
え
と
、
茶
代
を
置
い
て
帰
っ
て
っ
た
。

時
間
的
前
後
関
係
　
動
作
の
順
序

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

79
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

あ
の
人
が
品
物
を
手
に
取
っ
た
だ
け
で
、
そ
ら
ー
大
変
な
も
ん
だ
。
首
一
つ
傾
げ
る
っ
て
え
と
、
百
両
の
値
打
ち
が
あ
る
っ
て
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

80
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

ち
ょ
い
と
横
に
な
っ
た
ら
ト
ロ
ト
ロ
ッ
と
し
ち
ゃ
っ
て
い
い
心
ご
ち
だ
っ
た
、
え
ー
、
ち
ょ
い
と
寝
る
っ
て
え
と
、
あ
と
、
な
ん
か
こ
う
さ
っ
ぱ
り
す
る
も
ん
だ
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

81
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

や
っ
ぱ
り
し
ば
ら
く
い
る
っ
て
え
と
、
な
ん
か
お
っ
と
り
と
し
て
い
て
い
い
も
ん
だ
ね
え
。
お
ー
、
俺
は
す
っ
か
り
気
に
入
っ
た
よ
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

82
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

こ
れ
買
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
ね
え
な
と
思
っ
て
た
ん
だ
が
、
あ
の
油
の
荷
を
担
い
で
商
売
に
出
る
て
え
と
、
そ
い
つ
、
す
っ
か
り
忘
れ
ち
ゃ
っ
て
ね
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る （
と
い
う
）
と

83
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
ち
ょ
い
と
き
れ
い
に
な
っ
て
、
唐
桟
の
着
物
に
コ
ン
ケ
ン
ジ
ョ
ウ
の
帯
を
し
め
る
っ
て
え
と
、
前
掛
け
を
し
て
、
風
呂
敷
に
何
か
包
む
。

時
間
的
前
後
関
係
　
動
作
の
順
序

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

84
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
で
、
こ
い
つ
を
分
け
て
、
格
子
、
手
を
か
け
て
、
ち
ょ
い
と
力
入
れ
る
っ
て
え
と
、
格
子
の
ほ
う
で
勝
手
に
カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ
ー
ッ
と
開
い
て
く
れ
る
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

85
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
中
へ
ひ
ょ
い
と
入
る
っ
て
え
と
、
下
、
ん
、
御
影
の
洗
い
出
し
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
っ
ち
の
ほ
う
に
は
蹲
が
あ
っ
て
、
水
が
流
れ
て
る
。

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

86
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
正
面
を
見
る
っ
て
え
と
、
細
か
い
の
や
大
き
い
戸
棚
が
ず
ら
ー
っ
と
並
ん
で
お
り
ま
し
て
。

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

87
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
そ
の
戸
は
っ
て
え
と
、（
こ
だ
い
ざ
ら
し
ょ
う
ぎ
が
？
）
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

主
題
「
は
と
い
う
と
」

は
と
い
う
と

88
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

番
頭
さ
ん
じ
ゃ
だ
め
な
の
。
え
ー
、
旦
那
が
見
ね
え
っ
て
え
と
、
わ
か
ら
ね
え
品
な
ん
で
す
よ
。

条
件
　
仮
定
　

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

89
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

い
や
、
だ
か
ら
さ
、
ね
、
た
だ
見
る
っ
て
え
と
、
清
水
焼
の
カ
ズ
茶
碗
。
見
る
人
が
見
る
っ
て
え
と
、
た
だ
の
も
ん
じ
ゃ
あ
ね
え
っ
て
こ
と
が
分
か
る
。

条
件
　
仮
定
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

90
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

い
や
、
だ
か
ら
さ
、
ね
、
た
だ
見
る
っ
て
え
と
、
清
水
焼
の
カ
ズ
茶
碗
。
見
る
人
が
見
る
っ
て
え
と
、
た
だ
の
も
ん
じ
ゃ
あ
ね
え
っ
て
こ
と
が
分
か
る
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

91
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

江
戸
へ
帰
り
て
え
と
思
う
ん
だ
け
れ
ど
も
、
ま
と
ま
っ
た
金
が
ね
え
っ
て
え
と
、
帰
れ
ね
え
ん
だ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

動
詞
「
あ
る
」
の
否
定
形

92
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

首
を
ひ
と
つ
傾
げ
る
っ
て
え
と
、
百
両
の
値
打
ち
が
あ
る
て
ー
、
こ
っ
ち
は
聞
い
て
る
か
ら
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

93
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

や
っ
は
り
、
そ
う
、
十
、
十
両
ぐ
ら
い
あ
る
て
え
と
、
あ
っ
し
は
助
か
る
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

94
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
し
ば
ら
く
経
つ
っ
て
え
と
、
こ
の
茶
金
さ
ん
が
、
近
衛
デ
ン
ガ
の
お
茶
席
に
ご
招
待
受
け
ま
し
て
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

95
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
実
は
こ
の
間
、
そ
そ
っ
か
し
い
江
戸
っ
子
が
こ
う
い
う
も
の
を
持
っ
て
き
ま
し
て
、
こ
れ
こ
れ
こ
う
で
す
よ
と
話
を
す
る
っ
て
え
と
、「
ん
、
そ
の
茶
碗
、
麿
、
見
た
い
。」

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

96
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
お
湯
を
つ
い
で
み
る
っ
て
え
と
、
ポ
タ
リ
ポ
タ
リ
と
漏
り
ま
す
ん
で
、
あ
け
て
き
れ
い
に
拭
い
て
、
よ
ー
く
日
に
か
ざ
し
た
り
し
て
み
る
ん
で
す
が
、

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

97
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
ま
た
改
め
て
つ
ぐ
っ
て
え
と
、
ポ
タ
リ
ポ
タ
リ
と
漏
り
ま
す
ん
で
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

98
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
商
売
で
す
か
ら
、
茶
金
さ
ん
、
う
ち
、
持
っ
て
く
る
っ
て
え
と
、
今
度
は
大
事
に
し
ま
っ
と
い
た
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

99
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
や
は
り
、
お
湯
を
つ
ぐ
っ
て
え
と
、
ポ
タ
リ
ポ
タ
リ
と
漏
り
ま
す
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

10
0
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
今
時
分
、
ど
こ
を
歩
い
て
い
る
だ
ろ
う
と
、
茶
金
さ
ん
、
思
っ
て
い
る
っ
て
え
と
、
日
の
暮
れ
方
、
表
が
や
に
騒
が
し
い
ん
で
、

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

10
1
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
何
だ
ろ
う
と
見
る
っ
て
え
と
、
印
半
纏
に
揃
い
の
（
ム
コ
ッ
鉢
巻
？
）
を
し
た
若
い
衆
が
大
き
な
箱
の
よ
う
な
も
の
を
か
つ
い
で
、

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

10
2
茶
金

古
今
亭
志
ん
朝

地
蓋
を
取
っ
た
ら
、
中
を
ひ
ょ
い
と
見
る
っ
て
え
と
、
水
甕
の
漏
る
や
つ
が
入
っ
て
た
。

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

10
3
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

地
た
だ
い
ま
の
お
金
に
直
す
っ
て
え
と
、
四
十
銭
。
四
十
銭
で
お
米
が
８
斗
買
え
た
。
今
、
聞
く
と
ハ
ッ
と
す
る
の
は
、
手
遅
れ
と
い
う
や
つ
で
す
ね
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

10
4
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

地
そ
の
時
分
は
ね
、
も
う
と
に
か
く
、
泥
棒
に
入
っ
て
、
そ
し
て
、
十
両
盗
む
っ
て
え
と
、
有
無
を
言
わ
さ
ず
、
ス
パ
ー
ッ
と
首
を
は
ね
た
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

10
5
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

地
な
に
し
ろ
、
一
両
小
判
、
一
枚
あ
る
っ
て
え
と
、
な
ん
と
か
一
年
暮
ら
せ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
お
金
の
価
値
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
な
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

10
6
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

地
そ
の
時
分
は
な
ん
か
一
つ
の
商
売
が
ひ
と
っ
と
こ
ろ
ま
と
ま
っ
て
商
売
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
え
、
古
着
屋
さ
ん
は
っ
て
え
と
、
浅
草
の
仲
町
で
す
と
か

主
題
「
は
と
い
う
と
」

は
と
い
う
と

10
7
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

地
え
、
古
着
屋
さ
ん
は
っ
て
え
と
、
浅
草
の
仲
町
で
す
と
か
、
芝
の
し
か
げ
町
行
く
っ
て
え
と
、
ず
ー
っ
と
軒
を
並
べ
て
、
そ
し
て
、
商
い
を
し
て
い
る
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

10
8
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

地
あ
す
こ
へ
、
こ
の
、
旅
人
が
入
っ
て
く
る
っ
て
え
と
、
一
旦
、
宿
を
と
っ
て
、
そ
れ
か
ら
、
あ
く
る
日
、
江
戸
市
街
へ
ず
ー
っ
と
夜
明
か
し
に
歩
く
と
い
う
具
合
で
。

条
件
　
恒
常

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

10
9
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

地
今
と
違
い
ま
し
て
、
日
の
暮
れ
方
に
な
る
っ
て
え
と
、
客
引
き
が
大
勢
出
て
き
て
、
実
に
賑
や
か
な
も
ん
だ
っ
た
そ
う
で
す
な
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

11
0
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

あ
た
し
も
ね
、
こ
の
ば
く
ろ
町
に
他
に
な
じ
み
の
宿
は
い
く
ら
も
あ
る
ん
だ
が
ね
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
行
く
っ
て
え
と
、
番
頭
が
金
を
使
っ
て
い
る
せ
い
か
な
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

11
1
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

ち
ょ
い
と
な
ん
か
欲
し
い
な
と
思
っ
て
、
そ
っ
ち
見
る
っ
て
え
と
、
み
ん
な
が
パ
ー
ッ
と
取
り
に
行
く
。

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

11
2
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

ひ
ど
い
や
つ
に
な
る
っ
て
え
と
、
あ
た
し
が
は
ば
か
り
に
で
も
行
き
た
い
な
と
思
う
と
、
い
き
な
り
紙
を
も
み
だ
す
や
つ
が
い
る
。

条
件
　
仮
定
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

11
3
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

だ
か
ら
、
こ
こ
で
も
っ
て
、
お
前
さ
ん
と
こ
ろ
で
構
わ
れ
る
っ
て
え
と
ね
、
せ
っ
か
く
の
苦
労
が
水
の
泡
だ
か
ら
、
い
い
か
い
、
な
ん
か
構
っ
ち
ゃ
あ
い
け
ま
せ
ん
よ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

11
4
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

そ
れ
よ
り
、
こ
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
ま
す
っ
て
え
と
、
大
層
、
結
構
な
お
暮
ら
し
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
え
、
ご
商
売
は
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
？

前
置
き

Ｖ
る（
と
い
う
）
と
／
Ｖ
ま
す（
と
い
う
）
と
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11
5
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話
「
こ
れ
な
ん
だ
い
」
っ
て
え
と
、「
利
息
で
ご
ざ
い
ま
す
」
っ
て
え
か
ら
ね
。

発
話
の
引
用

と
い
う
と

11
6
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

湯
島
天
神
の
富
な
ん
だ
。
え
、
え
ー
、
こ
れ
売
れ
残
る
っ
て
え
と
、
あ
た
く
し
、
し
ょ
い
こ
み
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
が
な
あ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

11
7
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

こ
の
札
な
ん
で
ご
ざ
ん
す
が
な
、
へ
い
、
え
ー
、
一
分
で
ま
し
て
ね
、
当
た
る
っ
て
え
と
、
千
両
な
ん
で
す
よ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

11
8
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

あ
、
そ
れ
か
ら
ね
、
何
度
の
言
う
よ
う
に
、
い
い
か
い
、
あ
ん
ま
り
構
う
っ
て
え
と
、
あ
た
し
、
出
て
っ
ち
ゃ
う
よ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

11
9
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

地
そ
の
頃
、
ち
ょ
う
ど
湯
島
天
神
の
境
内
で
は
富
の
当
日
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
鳥
居
を
潜
っ
て
中
へ
入
る
っ
て
え
と
、
敷
石
を
境
に
両
側
に
、
い
ろ
ん
な
茶
店
、
商
人
が
出
て
い
る
。
時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

12
0
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

地
両
側
に
は
寺
社
奉
行
で
す
と
か
役
人
が
立
ち
会
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
柵
の
前
に
は
っ
て
え
と
、
ま
た
、
大
変
な
人
で
ね
。

主
題
「
は
と
い
う
と
」

は
と
い
う
と

12
1
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

自
分
の
挿
し
て
い
る
白
う
ち
の
銀
の
簪
が
キ
ュ
ッ
と
抜
く
っ
て
え
と
ね
、
紙
で
も
っ
て
、
油
を
キ
ュ
キ
ュ
キ
ュ
ッ
と
こ
い
と
い
て
。

時
間
的
前
後
関
係
　
動
作
の
順
序

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

12
2
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話
「
ち
ょ
い
と
都
合
し
て
お
い
で
」
な
あ
ん
て
、
こ
の
ま
ま
都
合
し
て
く
る
っ
て
え
と
、「
お
ば
さ
ん
、
こ
の
人
、
こ
ん
だ
け
し
か
な
い
の
。」

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

12
3
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

え
ー
、
あ
が
る
っ
て
え
と
ま
た
大
変
だ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

12
4
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

こ
う
い
う
こ
と
は
、
グ
ズ
グ
ズ
し
て
る
っ
て
え
と
、
邪
魔
が
入
り
ま
す
か
ら
ね
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

12
5
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

ま
ず
、
お
膳
の
上
を
ひ
ょ
い
と
見
る
っ
て
え
と
ね
、
お
銚
子
が
一
本
、
の
っ
て
ま
す
よ
。

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

12
6
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

起
き
る
っ
て
え
と
、「
あ
あ
た
、
お
湯
行
っ
て
ら
し
て
よ
。」
な
あ
ん
て
ん
で
、
お
湯
行
く
ん
で
す
よ
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

12
7
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

帰
っ
て
く
る
っ
て
え
と
、
お
膳
が
出
て
ま
す
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

12
8
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

地
目
隠
し
を
し
と
い
て
、
箱
の
上
に
穴
が
開
い
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
中
め
が
け
と
い
て
、
パ
ー
ン
と
突
き
ま
す
っ
て
え
と
、
刺
さ
っ
た
札
を
正
面
に
グ
ッ
と
見
せ
る
。

時
間
的
前
後
関
係
　
動
作
の
順
序

Ｖ
る（
と
い
う
）
と
／
Ｖ
ま
す（
と
い
う
）
と

12
9
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

地
「
本
日
の
御
富
一
番
」
と
い
う
声
が
か
か
る
っ
て
え
と
、
今
ま
で
ワ
イ
ワ
イ
し
て
い
た
連
中
も
、
こ
の
一
言
を
聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
い
う
の
で
、

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

13
0
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

地
大
変
な
騒
ぎ
で
す
な
。
あ
ー
、
み
ん
な
突
き
終
わ
る
っ
て
え
と
、
当
た
ら
な
い
者
は
悔
し
紛
れ
に
札
を
破
い
て
帰
っ
ち
ま
う
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

13
1
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

売
っ
た
人
が
い
ね
え
っ
て
え
と
、
金
が
お
り
ね
え
っ
て
ん
だ
か
ら
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

13
2
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

千
両
当
た
る
っ
て
え
と
な
、
お
れ
、
半
分
の
五
百
両
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
て
ん
だ
よ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

13
3
宿
屋
の
富

古
今
亭
志
ん
朝

地
っ
て
、
布
団
を
め
く
る
っ
て
え
と
、
お
客
は
草
履
を
は
い
て
寝
て
い
た
。

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

13
4
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

地
肩
が
凝
っ
て
く
る
っ
て
え
と
、
な
ん
か
こ
う
、
舌
が
つ
っ
ぱ
ら
か
っ
て
、
何
か
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
し
ぇ
べ
れ
な
い
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

13
5
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

地
い
ろ
ん
な
こ
と
で
肩
が
凝
る
ん
で
す
よ
。
ね
え
。
酒
飲
む
っ
て
え
と
、
あ
く
る
日
、
肩
が
凝
る
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

13
6
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

地
ほ
ど
ほ
ど
に
飲
み
ゃ
あ
、
そ
ん
な
こ
た
あ
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
え
ー
、
過
ご
す
っ
て
え
と
、
肩
が
凝
る
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

13
7
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

地
寒
い
っ
て
え
と
、
肩
が
凝
る
、
ね
え
、
暑
く
っ
て
肩
が
凝
る
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

13
8
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

地
「
あ
そ
こ
の
ホ
ー
ル
に
入
る
」
っ
て
い
う
と
、「
あ
っ
た
か
い
か
ら
行
こ
う
」
な
ん
て
ん
で
ね
。

発
話
の
引
用
　

と
い
う
と

13
9
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

地
男
が
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
と
い
う
の
は
、
ど
こ
と
な
く
色
気
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
ね
、
え
ー
、
ど
う
い
う
訳
か
っ
て
え
と
、

内
容
説
明
　
疑
問
句
＋「
と
い
う
と
」

か
と
い
う
と

14
0
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

地
ど
う
い
う
訳
か
っ
て
え
と
、
昔
は
目
を
患
う
っ
て
え
と
、
う
ー
、
み
ん
な
赤
い
モ
ミ
の
き
れ
で
、
こ
う
、
な
で
て
た
ん
だ
そ
う
で
す
な
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

14
1
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

地
野
郎
の
ほ
う
は
っ
て
え
と
、
風
邪
ひ
き
男
と
い
い
ま
し
て
、
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
の
が
た
い
へ
ん
に
、
う
ー
、
色
気
が
あ
る
。

対
比
「
は
と
い
う
と
」

は
と
い
う
と

14
2
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

地
そ
う
い
う
こ
と
言
っ
ち
ゃ
う
っ
て
え
と
、
も
う
、
味
も
素
っ
気
も
な
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
か
ら
、
あ
れ
で
す
け
ど
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

14
3
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

地
ま
、
早
い
話
が
、
熱
が
あ
り
ま
す
っ
て
え
と
ね
、
目
が
潤
ん
で
き
ま
す
か
ら
、
な
ん
と
な
く
こ
う
色
気
が
あ
る
ん
で
す
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と
／
Ｖ
ま
す（
と
い
う
）
と

14
4
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

地
で
、
本
当
に
色
気
が
あ
る
の
は
と
い
う
と
、
昔
っ
か
ら
い
う
恋
煩
い
と
い
う
や
つ
で
す
な
。

主
題
「
は
と
い
う
と
」

は
と
い
う
と

14
5
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

な
に
し
ろ
、
お
医
者
様
の
い
う
に
は
ね
、
こ
の
分
で
い
く
っ
て
え
と
、
五
日
と
も
た
な
い
よ
、
な
ん
か
言
っ
て
る
ん
だ
か
ら
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

14
6
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

大
き
な
声
で
耳
元
で
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
や
る
っ
て
え
と
ね
、
え
え
、
体
に
さ
わ
る
か
ら
、
い
い
ね
、
な
る
べ
く
こ
の
、
や
ん
わ
り
と
、
い
い
ね
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

14
7
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

ち
ょ
っ
と
下
見
る
っ
て
え
と
、
弁
天
様
の
池
が
た
ー
っ
と
あ
っ
て
ね
え
。

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

14
8
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

こ
っ
ち
の
ほ
う
見
る
っ
て
え
と
、
松
島
昇
殿
の
森
。

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

14
9
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

腰
を
か
け
る
っ
て
え
と
、
苦
い
茶
に
よ
う
か
ん
が
出
る
。

時
間
的
前
後
関
係

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

15
0
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

話
は
順
を
お
っ
て
い
か
な
い
っ
て
え
と
、
わ
か
ん
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
。

条
件
　
仮
定
　

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

15
1
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

あ
と
を
追
い
か
け
て
い
っ
て
、
落
と
し
ま
し
た
よ
っ
て
ん
で
、
渡
す
っ
て
え
と
、
お
嬢
さ
ん
が
顔
を
赤
ら
め
て
、
蚊
の
鳴
く
よ
う
な
声
で
も
っ
て
礼
を
い
う
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

15
2
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

下
手
す
る
っ
て
え
と
、
お
前
さ
ん
、
気
あ
ふ
れ
（
？
）
か
な
ん
か
と
思
わ
れ
る
よ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

15
3
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

そ
こ
で
も
っ
て
や
っ
て
ご
ら
ん
、
そ
の
歌
を
、
ね
。
そ
う
す
る
っ
て
え
と
、「
あ
っ
、
そ
の
歌
っ
だ
っ
た
ら
、
あ
そ
こ
の
お
嬢
さ
ん
が
…
…
」
っ
て
ん
で
、

接
続
詞
「
そ
う
す
る
と
」

す
る（
と
い
う
）
と

そ
う
す
る（
と
い
う
）
と

15
4
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

今
日
探
し
て
帰
っ
て
来
な
い
っ
て
え
と
、
も
う
、
う
ち
に
入
れ
な
い
か
ら
、
早
く
い
っ
と
い
で
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

15
5
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

下
手
す
る
っ
て
え
と
、
若
旦
那
よ
り
俺
の
ほ
う
が
先
い
っ
ち
ゃ
う
か
わ
か
ん
ね
え
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

15
6
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

五
、
六
人
待
っ
て
い
た
だ
か
な
い
っ
て
え
と
ね
、
な
ら
な
い
ん
で
す
、
え
え
、
お
急
ぎ
で
し
た
ら
、
ど
っ
か
他
へ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

15
7
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

ど
う
し
た
ん
だ
っ
て
、
訳
を
聞
い
て
み
る
っ
て
え
と
、
な
ん
だ
か
ね
、
あ
の
、
お
茶
の
稽
古
の
帰
り
に
、
清
水
の
観
音
様
へ
お
参
り
し
て
、

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

15
8
崇
徳
院

古
今
亭
志
ん
朝

会
話

お
い
、
す
る
っ
て
え
と
、
な
に
か
ー
、
お
め
え
さ
ん
と
こ
ろ
の
お
店
の
若
旦
那
が
、
そ
の
短
冊
を
持
っ
て
る
？

接
続
詞
「
す
る
と
」

す
る（
と
い
う
）
と

15
9
駐
車
場
物
語

柳
家
小
三
治

地
駐
車
場
の
と
こ
、
入
っ
て
く
っ
て
え
と
、
両
側
に
ず
ら
っ
と
縦
列
駐
車
を
し
た
車
が
こ
っ
ち
へ
頭
を
向
け
て
並
ん
で
い
る
と
、
そ
う
い
う
景
色
で
す
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

16
0
駐
車
場
物
語

柳
家
小
三
治

地
駐
車
場
の
中
に
、
ど
ー
ふ
う
に
置
い
た
る
か
っ
て
え
と
、
一
画
の
中
に
４
台
で
す
か
ら
、
オ
ー
ト
バ
イ
と
オ
ー
ト
バ
イ
と
オ
ー
ト
バ
イ
と
オ
ー
ト
バ
イ
と
、

内
容
説
明
　
疑
問
句
＋「
と
い
う
と
」

か
と
い
う
と

16
1
駐
車
場
物
語

柳
家
小
三
治

地
毎
朝
に
な
る
っ
て
え
と
、
大
勢
、
こ
の
、
ね
、
日
雇
い
の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
て
ね
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

16
2
駐
車
場
物
語

柳
家
小
三
治

地
ど
う
い
う
ふ
う
に
寝
る
か
っ
て
え
と
ね
、
こ
の
幅
の
こ
の
く
ら
い
の
幅
で
す
か
ら
、
こ
の
座
布
団
よ
り
も
っ
と
幅
の
せ
ま
い
よ
う
な
縦
の
細
長
い
布
団
を

内
容
説
明
　
疑
問
句
＋「
と
い
う
と
」

か
と
い
う
と

16
3
駐
車
場
物
語

柳
家
小
三
治

地
ど
の
く
ら
い
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
で
、
地
図
調
べ
て
み
る
っ
て
え
と
、
あ
と
、
２
０
０
何
キ
ロ
あ
る
な
ん
て
ね
、
と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。

前
置
き

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

16
4
駐
車
場
物
語

柳
家
小
三
治

地
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
も
し
事
故
で
も
起
こ
っ
た
ら
と
思
う
っ
て
え
と
ね
、
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
く
ら
い
な
ら
、
そ
こ
ら
に
あ
る
牧
場
の
ね
え
、
あ
の
納
戸
か
な
ん
か
に

条
件
　
仮
定
「
た
ら
と
思
う
と
」

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

16
5
駐
車
場
物
語

柳
家
小
三
治

地
バ
ケ
ツ
は
ど
う
す
ん
の
か
っ
て
え
と
、
こ
の
く
ら
い
の
大
き
な
、
あ
の
、
え
ー
、
間
口
の
で
す
ね
、
で
、
深
さ
が
こ
の
く
ら
い
あ
る
魚
屋
の
使
っ
て
い
る
あ
の

内
容
説
明
　
疑
問
句
＋「
と
い
う
と
」

か
と
い
う
と

16
6
駐
車
場
物
語

柳
家
小
三
治

地
乗
っ
て
帰
っ
て
く
る
っ
て
え
と
、
寝
て
る
ん
で
す
よ
。

時
間
的
前
後
関
係

Ｖ
る （
と
い
う
）
と

16
7
駐
車
場
物
語

柳
家
小
三
治

地
も
う
だ
ん
だ
ん
、
あ
の
、
涼
風
が
立
っ
て
く
る
っ
て
え
と
、
今
度
、
直
に
布
団
ひ
い
た
ん
じ
ゃ
、
え
ー
、
何
だ
っ
て
ん
で
ね
。

時
間
的
前
後
関
係

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

16
8
駐
車
場
物
語

柳
家
小
三
治

地
ど
う
い
う
こ
と
か
っ
て
え
と
ね
、「
働
い
て
ん
の
か
よ
」
っ
て
つ
っ
た
ん
で
す
よ
。

内
容
説
明
　
疑
問
句
＋「
と
い
う
と
」

か
と
い
う
と

16
9
駐
車
場
物
語

柳
家
小
三
治

地
そ
れ
ま
で
立
ち
入
っ
て
暮
ら
し
向
き
聞
い
た
り
す
る
っ
て
え
と
、
ま
た
、
な
ん
か
こ
っ
ち
の
情
で
ズ
ル
ッ
と
い
く
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
か
ら

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

17
0
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
あ
た
く
し
に
限
っ
て
言
い
ま
す
っ
て
え
と
、
今
年
の
夏
は
ね
、
暑
か
っ
た
。
ま
、
あ
た
く
し
だ
け
が
暑
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

前
置
き

Ｖ
る（
と
い
う
）
と
／
Ｖ
ま
す（
と
い
う
）
と

17
1
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
ど
う
し
て
暑
い
の
か
な
っ
て
え
と
、
温
度
は
さ
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
ん
で
す
よ
。

発
話
の
引
用

と
い
う
と

17
2
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
ち
ょ
っ
と
中
休
み
が
あ
る
っ
て
え
と
、
ま
た
ね
、
え
ー
、
次
の
暑
さ
に
対
す
る
構
え
も
で
き
る
ん
で
す
が
、
今
年
ば
か
り
は
中
休
み
が
な
い
も
ん
で
す
か
ら
ね
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

17
3
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
何
が
い
ち
ば
ん
ま
い
っ
た
か
っ
て
え
と
、
暑
く
て
、
い
ち
ば
ん
影
響
す
る
の
は
食
欲
で
す
ね
。

内
容
説
明
　
疑
問
句
＋「
と
い
う
と
」

か
と
い
う
と
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17
4
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
あ
の
、
お
ま
ん
ま
食
べ
ら
れ
な
い
っ
て
え
と
、
や
っ
ぱ
り
ね
、
暑
さ
と
戦
え
な
い
。

条
件
　
仮
定
　

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

17
5
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
表
歩
い
て
る
っ
て
え
と
自
動
販
売
機
は
あ
る
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
あ
る
ね
え
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

17
6
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
さ
あ
、
口
ん
中
へ
入
れ
る
っ
て
え
と
、
意
外
や
意
外
、
い
け
ま
す
ね
え
。

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

17
7
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
考
え
て
み
る
っ
て
え
と
、
あ
れ
は
ね
、
も
う
、
寒
い
と
き
で
も
い
い
し
、
暑
い
と
き
で
も
い
い
し
、
ま
い
っ
ち
ゃ
っ
た
と
き
で
も
い
い
し
、
元
気
な
と
き
で
も
い
い
し
ね
。

前
置
き

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

17
8
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
サ
ッ
カ
リ
ン
と
か
そ
う
い
う
も
の
を
入
れ
た
も
の
を
詰
め
て
く
れ
る
っ
て
え
と
、
い
つ
も
の
輪
切
り
よ
り
は
と
て
も
ご
馳
走
に
思
え
た
も
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
よ
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

17
9
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
そ
の
こ
ろ
は
誰
も
が
、
大
人
も
子
供
も
、
朝
目
が
覚
め
る
っ
て
え
と
、「
お
な
か
が
す
い
た
ね
え
」

条
件
　
恒
常

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

18
0
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
昼
間
、
顔
合
わ
せ
る
っ
て
え
と
、「
腹
へ
っ
た
よ
お
。
お
な
か
が
す
い
た
あ
。」

条
件
　
恒
常

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

18
1
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
そ
こ
で
笑
わ
れ
る
っ
て
え
と
、
う
ち
の
貧
乏
を
な
に
か
あ
ざ
笑
わ
ら
れ
、

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

18
2
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
昔
は
ね
、
な
ぜ
か
っ
て
え
と
、
い
き
な
り
ご
飯
の
上
に
玉
子
は
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

内
容
説
明
　
疑
問
句
＋「
と
い
う
と
」

か
と
い
う
と

18
3
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
そ
ら
ね
え
、
白
身
だ
け
で
ね
、
口
ん
中
に
入
る
っ
て
え
と
、
い
や
だ
っ
て
い
う
人
も
い
ま
す
が
ね
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

18
4
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
い
ろ
ん
な
味
の
中
で
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
っ
て
え
と
、
そ
れ
は
そ
れ
で
な
か
な
か
ね
、
味
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
と
し
て
い
い
も
ん
な
ん
で
す
よ
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

18
5
玉
子
か
け
御
飯

柳
家
小
三
治

地
そ
ん
な
ふ
う
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
だ
く
っ
て
え
と
、
と
て
も
お
い
し
い
味
わ
い
方
が
で
き
る
。

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

18
6
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

地
こ
わ
れ
た
ん
じ
ゃ
ね
え
か
と
思
う
よ
う
な
ラ
ッ
パ
吹
い
て
。
し
て
っ
て
え
と
、
あ
あ
、
豆
腐
屋
さ
ん
だ
。

そ
う
し
て
い
る
と

分
析
対
象
外

18
7
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

地
下
町
の
ほ
う
行
く
っ
て
え
と
、
時
々
、
え
ー
、
そ
う
ゆ
う
の
を
ち
ら
っ
と
見
か
け
た
り
す
る
っ
て
え
と
、
あ
あ
、
ま
だ
日
本
が

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

18
8
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

地
下
町
の
ほ
う
行
く
っ
て
え
と
、
時
々
、
え
ー
、
そ
う
ゆ
う
の
を
ち
ら
っ
と
見
か
け
た
り
す
る
っ
て
え
と
、
あ
あ
、
ま
だ
日
本
が

条
件
　
恒
常
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

18
9
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

地
あ
た
く
し
が
そ
う
考
え
て
み
る
っ
て
え
と
、
思
い
出
し
て
み
る
と
、
そ
う
で
す
ね
え
、
あ
た
く
し
は
ま
あ
そ
ん
な
に
古
い
人
間
じ
ゃ
あ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

前
置
き

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

19
0
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

地
自
分
で
こ
し
ら
え
た
よ
う
な
粗
末
な
木
の
箱
で
す
よ
。
バ
タ
ン
っ
て
開
け
る
っ
て
え
と
、
中
に
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
す
か
ら

時
間
的
前
後
関
係
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

19
1
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

地
「
納
豆
屋
さ
ん
」
な
ん
て
え
と
、「
は
ー
い
」
な
ん
て
。

発
話
の
引
用
「
な
ん
て
い
う
と
」

と
い
う
と

19
2
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

地
よ
く
揺
れ
ま
し
た
ね
え
。
金
魚
屋
の
リ
ヤ
カ
ー
っ
て
も
の
は
。
で
す
か
ら
、
揺
れ
る
っ
て
え
と
ね
、
中
の
金
魚
鉢
ば
か
り
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

連
想

Ｎ
と
い
う
と

19
3
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

地
あ
と
か
ら
く
っ
つ
い
て
見
て
る
て
え
と
、
水
が
ね
、
い
っ
せ
い
に
揺
れ
る
ん
で
す
。
金
魚
鉢
も
バ
ケ
ツ
も
洗
面
器
も
。

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

19
4
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

地
…
バ
ケ
ツ
も
洗
面
器
も
。
揺
れ
る
の
は
後
ろ
か
ら
見
る
っ
て
え
と
、
右
と
左
に
必
ず
、
全
員
お
ん
な
じ
よ
う
に
揺
れ
る
。

時
間
的
前
後
関
係
　
視
線
の
移
動

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

19
5
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

地
そ
の
昔
は
、
と
い
い
ま
し
て
も
江
戸
で
す
な
。
夜
に
な
り
ま
す
っ
て
え
と
、
二
八
そ
ば
な
ん
と
い
う
も
の
が
立
っ
て
ま
す
。

時
間
的
前
後
関
係

Ｖ
る（
と
い
う
）
と
／
Ｖ
ま
す（
と
い
う
）
と

19
6
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

地
二
八
そ
ば
の
形
を
し
た
人
が
、
こ
う
後
ろ
の
方
に
ね
、
た
と
え
ピ
ン
ボ
ケ
で
も
通
り
過
ぎ
る
っ
て
え
と
、
あ
あ
江
戸
だ
な
あ
と
い
う
風
情
が
出
て
く
る
も
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。

条
件
　
恒
常

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

19
7
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

地
昔
の
若
い
も
ん
の
し
ゃ
べ
り
に
、
そ
ば
屋
の
荷
物
っ
て
え
の
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ゆ
う
の
か
っ
て
え
と
、
ま
あ
、
こ
れ
も
ね
え

内
容
説
明
　
疑
問
句
＋「
と
い
う
と
」

か
と
い
う
と

19
8
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

地
今
、
聞
く
っ
て
え
と
、
何
だ
い
、
そ
ん
な
も
ん
か
い
っ
て
な
も
ん
で
す
が
、
昔
は
ね
、
そ
ん
な
し
ゃ
れ
を
言
っ
て
喜
ん
だ
も
ん
で
す
よ
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

19
9
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

会
話
「
大
当
た
り
」
な
ん
て
え
と
、
嬉
し
い
じ
ゃ
ね
え
か
よ
。

発
話
の
引
用
「
な
ん
て
い
う
と
」

と
い
う
と

20
0
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

会
話

中
身
が
少
々
ま
ず
く
っ
た
っ
て
、
丼
が
い
い
っ
て
え
と
、
う
ま
く
食
え
る
か
ら
な
。

条
件
　
恒
常

形
容
詞
（
と
い
う
）
と

20
1
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

会
話

た
い
が
い
ど
こ
だ
っ
て
紙
み
て
え
に
切
っ
て
る
よ
…
…
こ
う
、
ブ
ツ
ブ
ツ
っ
て
切
っ
た
る
っ
て
え
と
、
音
が
聞
こ
え
る
よ
う
じ
ゃ
ね
え
か
よ
。

条
件
　
恒
常

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

20
2
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

会
話

次
か
ら
次
か
ら
誉
め
る
と
こ
ろ
を
み
る
っ
て
え
と
、
あ
の
や
ろ
、
そ
の
う
ち
、
ほ
ら
、
食
い
逃
げ
す
る
ん
じ
ゃ
ね
え
か
と
思
っ
た
ら
、

前
置
き
　

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

20
3
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

地
「
…
…
１
４
，１
５
，１
６
」
と
払
う
っ
て
え
と
、
ぷ
い
っ
と
行
っ
ち
ま
っ
た
。

時
間
的
前
後
関
係
　
動
作
の
順
序

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

20
4
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

会
話

そ
の
晩
あ
い
に
く
細
か
い
も
ん
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
明
く
る
晩
、
そ
ろ
え
て
お
く
っ
て
え
と
、
や
っ
こ
さ
ん
、
待
ち
か
ね
て
表
へ
飛
び
出
し
た
っ
て
え
や
つ
で
。

時
間
的
前
後
関
係
　
動
作
の
順
序

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

20
5
時
そ
ば

柳
家
小
三
治

会
話

竹
輪
麩
、
麩
な
ん
て
、
あ
ん
な
も
ん
は
病
人
の
食
う
も
ん
だ
…
…
…
…
そ
こ
へ
い
く
っ
て
え
と
、
お
ま
え
ん
と
こ
は
ほ
ん
も
ん
だ
。

比
較
の
慣
用
表
現
「
そ
こ
へ
い
く
と
」

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

20
6
明
烏

三
遊
亭
楽
太
郎

地
う
ー
ん
、
だ
け
ど
ま
あ
、
こ
の
頃
は
と
い
う
と
、
家
に
い
て
用
が
足
り
る
時
代
で
ご
ざ
い
ま
す
な
。

対
比
「
は
と
い
う
と
」

は
と
い
う
と

20
7
明
烏

三
遊
亭
楽
太
郎

地
こ
ど
も
は
風
の
子
だ
ろ
、
表
で
遊
べ
。
家
が
狭
い
で
す
か
ら
表
で
遊
ぶ
。
と
、
記
憶
は
と
い
う
と
、
と
に
か
く
町
内
中
、
駆
け
ま
わ
っ
て
ま
し
た
な
。

主
題
 「
は
と
い
う
と
」

は
と
い
う
と

20
8
明
烏

三
遊
亭
楽
太
郎

地
打
つ
と
い
う
と
博
打
。

連
想

Ｎ
と
い
う
と

20
9
明
烏

三
遊
亭
楽
太
郎

地
浅
草
の
観
音
様
っ
て
い
う
と
、
雷
門
が
あ
っ
て
、
え
ー
、
そ
れ
抜
け
て
、
三
社
回
っ
て
、
ご
本
堂
が
あ
っ
て
、

連
想

Ｎ
と
い
う
と

21
0
饅
頭
こ
わ
い

三
遊
亭
歌
る
多

会
話

こ
れ
で
ま
た
声
か
け
な
い
っ
て
え
と
、
む
こ
う
が
ひ
が
む
と
お
も
っ
て
さ
、
素
直
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と

21
1
饅
頭
こ
わ
い

三
遊
亭
歌
る
多

会
話

と
こ
ろ
が
ね
、
ち
ょ
い
と
場
違
い
な
も
の
を
買
っ
て
く
る
っ
て
え
と
、
糸
の
引
き
が
悪
い
と
き
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

21
2
饅
頭
こ
わ
い

三
遊
亭
歌
る
多

会
話

箸
で
も
っ
て
、
か
ー
っ
と
か
き
混
ぜ
る
っ
て
え
と
、
糸
が
引
い
て
引
い
て
、
う
ま
い
の
う
ま
く
な
い
の
。

条
件
　
恒
常

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

21
3
饅
頭
こ
わ
い

三
遊
亭
歌
る
多

会
話

こ
う
い
う
こ
と
は
ね
、
寄
席
っ
て
と
こ
ろ
に
行
く
っ
て
え
と
勉
強
に
な
る
か
ら
、
お
ま
え
た
ち
も
た
ま
に
は
寄
席
に
行
っ
た
方
が
い
い
よ
。

条
件
　
恒
常

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

21
4
目
黒
の
さ
ん
ま

柳
家
花
緑

地
も
う
お
し
り
が
痛
く
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
。
な
さ
け
な
く
馬
を
下
り
る
っ
て
え
と
。

時
間
的
前
後
関
係
　
動
作
の
順
序

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

21
5
出
来
心

立
川
志
ら
く

地
ど
う
し
て
か
っ
て
え
と
、「
マ
ス
コ
ミ
の
人
気
者
に
な
れ
る
」
と
、
ま
ず
、
志
の
輔
兄
さ
ん
に
談
志
が
こ
う
、
え
え
、
指
示
を
し
て
。

内
容
説
明
　
疑
問
句
＋「
と
い
う
と
」

か
と
い
う
と

21
6
出
来
心

立
川
志
ら
く

地
一
番
す
ご
い
い
た
ず
ら
は
何
を
し
た
か
っ
て
え
と
、
あ
の
う
、
こ
え
だ
め
と
い
う
か
、
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
れ
が
冬
に
な
る
と
カ
キ
ン
カ
キ
ン
に

内
容
説
明
　
疑
問
句
＋「
と
い
う
と
」

か
と
い
う
と

21
7
出
来
心

立
川
志
ら
く

地
鉄
下
駄
の
テ
ッ
チ
ャ
ン
て
人
が
い
ま
し
て
、
こ
れ
が
ど
う
し
て
鉄
下
駄
っ
て
呼
ば
れ
て
る
か
と
い
う
と
、
あ
の
う
、
柔
道
一
直
線
の
大
フ
ァ
ン
で
、

内
容
説
明
　
疑
問
句
＋「
と
い
う
と
」

か
と
い
う
と

21
8
出
来
心

立
川
志
ら
く

会
話

だ
れ
も
い
ね
え
と
思
っ
て
、
入
っ
て
仕
事
を
し
て
る
っ
て
え
と
、
こ
れ
、
気
を
つ
け
な
よ
、
は
ば
か
り
か
ら
ぬ
う
っ
と
出
て
く
る
時
が
あ
ん
だ
よ
。

時
間
的
前
後
関
係

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

21
9
出
来
心

立
川
志
ら
く

会
話

家
へ
帰
る
っ
て
え
と
、
年
老
い
た
お
ふ
く
ろ
に
子
供
が
５
人
、
腹
を
減
ら
し
て
ま
っ
て
ま
す
。

時
間
的
前
後
関
係

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

22
0
明
烏

立
川
談
春

会
話

お
賽
銭
が
少
な
い
っ
て
え
と
、
あ
そ
こ
の
お
稲
荷
様
、
鼻
も
し
っ
か
け
て
く
れ
な
い
か
ら
ね
。

条
件
　
恒
常

形
容
詞
（
と
い
う
）
と

22
1
明
烏

立
川
談
春

会
話

あ
な
た
、
上
か
ら
下
ま
で
ご
利
益
だ
ら
け
だ
ね
、
い
い
な
り
だ
よ
。
そ
こ
へ
い
く
っ
て
え
と
、
お
れ
た
ち
ゃ
、
ご
利
益
う
す
い
や
。

比
較
の
慣
用
表
現
「
そ
こ
へ
い
く
と
」

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

22
2
明
烏

立
川
談
春

地
何
を
言
わ
れ
た
っ
て
、
て
め
え
の
ふ
と
こ
ろ
が
い
た
ま
な
い
と
な
る
っ
て
え
と
、
ほ
う
ら
、
気
に
す
る
よ
う
な
野
郎
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で

条
件
　
恒
常

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

22
3
明
烏

立
川
談
春

会
話

よ
せ
、
お
め
え
は
。
何
ぞ
っ
て
え
と
、
シ
ャ
レ
だ
と
か
、
う
ぶ
だ
と
か
、
か
わ
い
い
だ
と
か
、
う
ま
く
い
っ
た
た
め
し
が
ね
え
ん
だ
。

前
置
き
の
慣
用
表
現「
な
に
か
と
い
う
と
」
か
と
い
う
と

な
ん
ぞ
＝
な
に
か

22
4
時
そ
ば

桂
平
治

会
話

麩
は
い
け
な
い
。
あ
り
ゃ
、
病
人
の
食
う
も
ん
だ
。
病
人
の
。そ
こ
い
く
て
え
と
、
お
め
え
ん
と
こ
の
ち
く
わ
、
う
め
え
わ
。

比
較
の
慣
用
表
現
「
そ
こ
へ
い
く
と
」

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

22
5
時
そ
ば

桂
平
治

地
「
…
…
１
３
、
１
４
、
１
５
、
１
６
文
」（
こ
こ
ま
で
会
話
文
）（
以
下
、
地
の
文
）て
え
と
、
ぷ
い
と
行
っ
て
し
ま
う
。

発
話
の
引
用

と
い
う
と

22
6
時
そ
ば

桂
平
治

会
話

誰
が
食
っ
て
っ
た
か
わ
か
ら
ね
え
。そ
こ
へ
い
く
て
え
と
、
お
め
え
ん
と
こ
の
箸
は
ち
ゃ
ん
と
、
割
っ
て
あ
ら
あ
。

比
較
の
慣
用
表
現
「
そ
こ
へ
い
く
と
」

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

22
7
時
そ
ば

桂
平
治

会
話

丼
が
い
い
て
え
と
、
中
身
は
二
番
で
も
な
ん
と
か
な
る
。

条
件
　
恒
常

形
容
詞
（
と
い
う
）
と

22
8
時
そ
ば

桂
平
治

会
話

丼
が
い
い
て
え
と
、
中
身
は
二
番
で
も
な
ん
と
か
な
る
。そ
こ
へ
い
く
て
え
と
、
お
め
え
ん
と
こ
の
丼
、
…
汚
ね
え
丼
だ
。

比
較
の
慣
用
表
現
「
そ
こ
へ
い
く
と
」

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

22
9
時
そ
ば

桂
平
治

会
話

こ
う
い
う
は
細
い
そ
ば
が
食
い
た
く
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら
来
る
ん
だ
よ
。そ
こ
い
く
て
え
と
、
お
め
え
ん
と
こ
の
そ
ば

比
較
の
慣
用
表
現
「
そ
こ
へ
い
く
と
」

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

23
0
時
そ
ば

桂
平
治

会
話

麩
は
い
け
な
い
。
病
人
の
食
う
も
ん
だ
、
病
人
の
。そ
こ
い
く
て
え
と
、
お
め
え
ん
と
こ
の
ち
く
わ
、

比
較
の
慣
用
表
現
「
そ
こ
へ
い
く
と
」

Ｖ
る（
と
い
う
）
と

23
1
寿
限
無

林
家
た
い
平

地
子
ど
も
が
生
ま
れ
ま
す
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
親
も
名
前
が
変
わ
る
よ
う
で
。

条
件
　
恒
常

Ｖ
る（
と
い
う
）
と
／
Ｖ
ま
す（
と
い
う
）
と

23
2
船
徳

林
家
た
い
平

会
話

早
く
行
こ
う
。
早
く
い
か
ね
え
っ
て
え
と
、
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
、
い
ら
い
ら
し
て
き
て
な
。

条
件
　
仮
定

Ｖ
な
い
（
と
い
う
）
と
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Deneire 1995 Humor and foreign language teaching   
Deneire 1995:286  
As we try to look at a possible integration of humor with methodology, some 

important questions arise; (1)Which kinds of humor can be used in the foreign 
language classroom? (2)When and how should humor be used in the teaching 
sequence? 
 

Deneire 1995

 
 

Deneire 1995:287  
 Sexual humor is quite naturally excluded from the classroom for both psychological 
and social reasons. 
Deneire 1995:288  
 Interethnic jokes should thus be excluded from the Foreign Language classroom as 
they may lead to the formation of stereotypes and seriously undermine teachers’ 
attempts to develop intercultural understanding. 
 Political humor can be rejected for similar reasons. 
Deneire 1995:288  
Finally, some jokes will be rejected within certain cultures because of their cultural 

inappropriateness.  
 

Sexual humor
Ethnic jokes Political humor

 
 
Deneire 1995:294  
 Thus, the necessary linguistic and cultural information needs to be introduced before 
a joke is presented to the students. Conversely, humor should never be used as 
technique to acquire new linguistic and world knowledge, but rather as an illustration 
and reinforcement of acquired (if not assimilated) knowledge. If this sequence is 
respected, humor will indeed both contribute to a relaxed atmosphere and facilitate 
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DVD  

 
 

20  
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DVD 4.2.2.1
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4.1.1 1938
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1 [ ]  
2 [ or ]  
3  
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91 
 

1  
 

52 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2 [ or ]

4 53 [ ]
[ or ]

1

                                                  
52 2008 p28-31 
53 

[4-1]  
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[ ]
[ ]

4.1.1
 

 
3

54

 
 

4.2.2.1

12 10 55

18 10 56  
Deneire 1995

4.1.3

2006

 
 

 
2013 10 21 28 11 4 210  

10 21 30 10 28 11/4 90  
5

2  
1

8  
57

1 5

                                                  
54 [4-1]  
55 DVD NHK PCBE-51650  
56 DVD TDK TDBT-0064  
57 [4-2]  
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1 10 21  
 

 
 

DVD DVD
 

 
2 10 28  

 
 

DVD 12 10  
DVD

 
DVD 2
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DVD DVD
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DVD 1 18 10  
DVD

 
DVD 2
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2012 81  
2008
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12 5-27  
Deneire,Marc. 1995 “Humor and foreign language teaching” , 

HUMOR8-3 :International Journal of Humor Research,8-3,  
pp.285-298. MOUTON DE GRUYTER 
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5-2
75 5-2
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my script

 

 

 
 

15  
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2003 Oral Proficiency Interview

1996 National 
Standars 4
C Communication, Culture, Connections, Comparisons, Communities

                                                  
82 5.2.3.1  
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2003 80 ACTFL American Council on the Teaching of Foreign 

Languages
ACTFL

2003 11-12 5-4  
5-4 ACTFL 2003  
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2003 ACTFL
ACTFL

OPI Oral Proficiency Interview

2003 2009
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5-5 2009

2008

 
  

                                                  
83 survival English

2009 14  
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5-5 2009  
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5-5 2009

 
ACTFL 2003 2009
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2009

 
5-5

2008

5.7.2.1.2  
 

 

 

2007 85

5-1
2007 85  

                                                  
85 
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88 2007 90  
 

2007 5-1  
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Marcel Mauss

2007 25-26  
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89 
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2012 2009
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5  
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A
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A  
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[5-2 Grammar Notes ] 
 

V  

blame  
 

 

 
actually 

 
 

 
 

 
 

 

Contracted forms  
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
V  

 
 

 
 

V  
Combine the following two verbs in this order. 

go upward   
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complete          

 
V  

 
V too 

Combine the following two verbs in this order. 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
imperative form 

[ ] hearsay 
 

A  
 

10  

 
 

 
 

Contracted forms 
 finish doing something  

 

unintentional action  
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V  

requests  
denoting humility  

possibility  
 

 

 
 

lapping  
 

 

 
Expressions of dislike or contempt precede . 

 
 

)  
 

not specially 

 
 

A  
B  
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[5-3 Grammar Notes ] 
 
Script  

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
a grammar pattern [ N + ] 

N (Focuses your attention on the N.  
ex  

cf  
There is measure in all things. 
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Coming events cast their shadows before. 

          

 

 
a grammar pattern [  A  B ]  
‘  ’ or ‘V- V- V-  ’  is expressed 
an inevitable result. will end up  

ex. A participation  
 B  

     7
 

A  
B cousin  

 
A  
B  

 
A  
B  

 

  

is expressed an expectation of realizing objective. 

in order to, so that  
ex be careful  

 
one’s best  

 
 

 

a grammar pattern [ ] used to  

Expressing memories  
ex  
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a grammar pattern [ V V i i ]  

A general trend  
ex  

 
bitter  

 
 

 
two grammar patterns [ ] 

[Yes-No question ]  

  ex  
11  

 
 

 
a grammar pattern [ V A A ] 

admiration  
ex  
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[5-4 Grammar Notes ] 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

topic  

 

indicate  , point out  
ex  

 
 

 

Requesting explanation  

ex.  
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conjunction excuse reason

casual  

 conjunctive particle A B
 

ex. A B  

 

 

 

 
a grammar pattern [ N ] 

N  
 

 
 

 
a grammar pattern [ N ] 

suffix    
 

ex  

colleague  

cf  
 

10  

 every suffix 
ex 10 rest  

1  
 

1000  
 Translate into Japanese. 
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I bought five notebooks at the shop. 
2  I bought two pairs of shoes and a suit at the shop. 
3 There are four students in this classroom. 
4 There are a teacher and four students in this classroom. 
 

 

contraction   

 
ex.   

 
 

 

ex.  

 
 

 
a grammar pattern [ N V ] 

V casual  
ex  

  10  

 

 

 

 
amazement  

a grammar pattern [ V N i ] 

 
 

What is described before indicates surprise, amazement, 
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or impression. 

 
ex.  

 
 

 
      

 
ex.  

 

 
ex  

 

it seems  

a grammar pattern [ V N i ] 

 
 Speaker states her judgement before to seek agreement 
from listener with speaker’s judgement or to disagree with listener. 

ex  
 

 
cf  

a grammar pattern [ V i ]
guess  

 
ex  
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[5-5 ]  

 

Fill in the blanks with a proper particle.   

 

 

 

 

 

 

47 1  

 
Make the sentences, as shown in the example. 

 

[Example]  
 

 

Example imperative form  
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10  

Example requests  

 
 

comtracted form  

 
 

 
 

Combine the following two verbs in this order.  
 
 

 
 

 
 

 

 
 

amazement  
 

 

 
 

 

confirm  
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2,3  

 

 

 

10  
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[5-6 (1)] 
 

reflective notes  
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[5-7 (2)] 
 

 

self-monitoring 
 

 
 

 
 
 

reflective notes  
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[5-8 (3)] 
 

reflective notes  
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5.3.2.2.5

 

5.6
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TV

NHK-TV + 2016.10.19
!?

800 20 30

 

 

2012 95

1.2.1

2016

2016

                                                  
95 

2016
11

HP  
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